
衛
藤
農
一
首
相
補
佐
官
が
動
画
サ
イ
ト
「
ユ

l
チ
ュ
ー

ブ
」
に
投
稿
し
た
国
政
報
告
で
、
昨
年
十
二
月
の
安
倍
晋
三

首
相
の
靖
国
神
社
参
拝
後
に
失
望
声
明
を
発
表
し
た
米
国
に

「
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
が
失
望
だ
」
と
批
判
し
て
い
た
こ
と
が

十
九
日
、
分
か
っ
た
。
菅
義
偉
官
房
長
官
は
同
日
の
記
者
会

見
で
「
（
衛
藤
氏
の
）
個
人
的
見
解
だ
。
日
本
政
府
の
見
解

で
は
な
い
」
と
説
明
。
衛
藤
氏
に
は
電
話
で
「
補
佐
官
は
内

閣
の
一
員
だ
」
と
し
て
取
り
消
し
と
動
画
の
削
除
を
求
め
、

衛
藤
氏
も
応
じ
た
。

-SF-F? ，ーー~ー『d
＼三守ミJさ秀吉

衛
藤
補
佐
官

（第3種郵便物認可）

われわれが米に失望J
内

圃

首
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補

佐

官

内

閣

F
L
の
重
要
政
策
に
つ
い
て

首
相
に
直
接
、
助
言
す
る
の
が

役
割
。
宮
邸
機
能
強
化
の
一
環

と
し
て
、

1
9
9
6年
に
設
け

ら
れ
た
。
内
閣
法
は
上
限
を
5

人
と
規
定
。
現
在
は
5
人
の
う

ち
政
治
家
が
3
人
、
官
僚
出
身

者
が

2
人
。
衛
藤
農
一
氏
は

「
国
政
の
重
要
課
題
担
当
」

。

ま
れ
ど
－
主
君
主
芝
主
コ
E事
内
ノ
ヨ
一

衛
藤
氏
は
記
者
団
に
、
首
相

の
靖
国
参
拝
に
つ
い
て
「
（
米

国
の
）
理
解
を
得
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
期
待
外
れ
と
言
っ

た
」
と
説
明
。
自
ら
の
投
稿
内

容
に
関
し
て
は
「
誤
解
を
与
え

る
な
ら
取
り
消
す
」
と
し
た
。

菅
氏
は
記
者
会
見
で
、
日
米

関
係
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て

「
今
日
取
り
消
し
た
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
そ
ん
な
に
な
い
と
思

う
」
と
述
べ
た
。

そ
の
菅
氏
は
最
近
、
政
府
に

菅氏指示で発言撤回

衛
藤
農
一
首
相
補
佐
官
が
動
画
サ
イ

一
ト
へ
の
投
稿
で
、
安
倍
晋
三
首
相
の
靖

一
国
神
社
参
拝
に
関
し
言
及
し
た
部
分
の

一
要
旨
は
次
の
通
り
。

一
、
米
国
が
「
失
望
し
た
」
と
表
明
し

一
た
が
、
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
が
失
望
だ
。米

一
国
は
ち
ゃ
ん
と
中
国
に
も
の
が
言
え
な

一
い
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
声
明
は
中

一
国
に
対
す
る
言
い
訳
に
す
ぎ
な
い
。

一
、
安
倍
政
権
は
、
民
主
党
政
権
で

崩
れ
た
日
米
関
係
修
復
に
非
常
に
大
き

な
力
を
割
い
て
き
た
。
米
国
は
同
盟
関

係
に
あ
る
日
本
を
な
ぜ
大
事
に
し
な
い

の
か
。

一
、
昨
年
十
一
月
に
訪
米
し
、
ラ
ッ

セ
ル
米
国
務
次
官
補
ら
に
首
相
が
参
拝

し
た
場
合
の
理
解
を
求
め
た
。
総
じ
て

言
え
る
こ
と
は
「
慎
重
に
や
っ
て
く
だ

衛藤氏発言要旨

「
靖
国
」
声
明
を
批
判
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元
防
衛
庁
長
官
で
、
自
民
党

一
ご
部
政
治
家
の
行
動
や
言
動

副
幹
事
長
の
中
谷
元
・
衆
院
議

一
は
相
手
を
刺
激
し
、
日
中
関
係

員
が
、
安
倍
晋
三
首
相
の
靖
国

一
の
好
転
を
難
し
く
さ
せ
て
い

神
社
参
拝
に
つ
い
て
「
日
中
両

一
る
」
と
指
摘
し
た
。

国
の
関
係
発
展
か
ら
外
れ
た
表

一

安
倍
首
相
や
小
泉
純
一
郎
元

現
」
と
、
批
判
と
受
け
取
れ
る

一
首
相
ら
の
靖
国
参
拝
は
「
あ
く

発
言
を
し
た
と
中
国
メ
デ
ィ
ア

一
ま
で
個
人
の
行
動
」
と
し
、

が
伝
え
た
。

．

一
「
日
本
が
軍
国
主
義
を
追
求
し

発
言
は
中
国
共
産
党
の
機
関
一
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
日
本

紙
、
人
民
日
報
系
の
新
聞
「
環

一
の
国
民
は
受
け
入
れ
な
い
」

と

球
時
報
」
の
、
ネ
ッ
ト
版
に
、
中

一
説
明
。

「
（
日
本
が
）
他
国
に

国
語
と
英
語
で
掲
載
さ
れ
た
。

一
引
き
起
こ
し
た
厄
災
は
忘
れ
て

今
月
上
旬
に
同
紙
記
者
が
中
谷
一
は
な
ら
な
い
」
と
話
し
た
。

氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
十
七
一
中
谷
氏
の
事
務
所
は
、
本
紙

日
か
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
の
取
材
に
「
発
言
内
容
が
正
確
兵
庫
県
弘

記
事
巴
K
る
r
p

一、
南
谷
支
也

E
μ引
罰
さ
れ
て
お
ら
ず
、
剖
除
原
lE
ア
ユ

l
ド

さ
い
」
と
い
う
の
が
（
米
側
の
）
全
体

的
な
空
気
だ
っ
た
。

一
、
昨
年
十
二
月
初
め
、
在
日
米
国

大
使
館
に
行
き
「
首
相
が
参
拝
し
た
と

き
に
は
、
で
き
れ
ば
賛
意
を
表
明
し
て

ほ
し
い
が
、
無
理
な
ら
反
対
し
な
い
で

ほ
し
い
」
と
伝
え
た
。
首
席
公
使
か
ら

は
「
慎
重
に
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て

き
た
。

「
あ
く
ま
で
も
個
人
的
な
問

題
」
と
繰
り
返
し
、
首
相
の
任

命
責
任
に
及
ば
な
い
よ
う
に
努

め
た
。

首
相
を
補
佐
す
る
立
場
の
衛

藤
氏
は
、
だ
れ
で
も
閲
覧
で
き

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
米
国

を
批
判
し
た
。
さ
す
が
に
「
個

人
的
」
と
の
説
明
だ
け
で
事
態

は
収
拾
で
き
ず
、
発
言
の
撤
回

要
請
に
追
い
込
ま
れ
た
。

（
大
杉
は
る
か
）

首
相
の
靖
国
参
拝
批
判

自
民
副
幹
事
長
中
国
メ
デ
ィ
ア
に
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雪
害
の
一

「
速
や

古
屋
圭
司

九
日
の
衆
院

関
東
甲
信
な

に
対
す
る
激

己
一
つ
い
て
「
被

一
し
、
ル
ー
ル

一
る
だ
け
速
わ

一
い
」
と
、
早

一
え
を
示
し
た

一
定
さ
れ
る
と

一
ど
が
行
う
復

一
助
率
が

一
l

一
れ
る
。

一
雪
の
重
み

一
ハ
ウ
ス
倒
壊

一
に
関
し
、
林

一
大
限
の
支
援

一
し
た
。


